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新
た
な
年
と
な
り
、
丑
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
「
牛
」
は
古
く
か
ら
乳
牛
、食
牛
、耕
牛
と
呼
ば
れ
、酪
農
、

農
業
で
人
々
を
助
け
て
く
れ
る
存
在
と
し
て
重
要
な
生
き

物
で
し
た
。
農
業
を
地
道
に
最
後
ま
で
手
伝
っ
て
く
れ
る

様
子
か
ら
、
丑
年
は
「
我
慢
（
耐
え
る
）」
や
「
発
展
の

前
触
れ
（
芽
が
出
る
）」
を
表
す
年
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
は
農
業
、
酪
農
王
国
、
北
海
道
に
ふ
さ
わ
し
い

年
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

近
年
、
誰
も
が
経
験
の
な
い
こ
と
が
頻
発
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

地
震
、
台
風
、
集
中
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
や
新
た
な
ウ
イ
ル
ス
の

蔓
延
な
ど
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（C

O
V
ID

－19

）
の
出
現
は
、
世
界
を

一
変
し
ま
し
た
。
何
故
起
き
た
の
か
？
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
に
は

諸
説
あ
り
、
一
つ
と
し
て
人
間
活
動
の
広
が
り
で
野
生
生
物
を
宿
主

と
す
る
ウ
イ
ル
ス
と
の
接
触
機
会
が
増
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現

代
の
人
間
活
動
の
結
果
が
人
間
を
脅
か
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
出
現
で
、
我
々
は
新
し
い
生
活
様
式
を
求

め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
マ
ス
ク
を
含
む
物
資
不
足
な
ど
、

生
活
必
需
品
の
国
内
生
産
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
食
料
も
同
様
で
あ
り
、
先
進
国
で
食
料
自
給
率
が
低
い
日
本

は
、
国
民
の
生
活
を
守
る
た
め
に
対
策
を
打
つ
べ
き
時
期
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
の
食
料
自
給
率
は
約
38
％
。
そ
の
内
最
も
多
い
の
は
米
の
占

め
る
割
合
約
20
％
、
砂
糖
の
占
め
る
割
合
は
約
２
％
。
需
要
に
占
め

る
国
産
砂
糖
の
供
給
率
は
約
40
％
。
コ
ロ
ナ
禍
で
砂
糖
需
要
量
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
砂
糖
は
脳
へ
の
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で

あ
り
、
食
料
や
嗜
好
品
と
し
て
重
要
な
食
品
で
す
。

　

て
ん
菜
は
北
海
道
の
輪
作
体
系
に
お
い
て
、
必
要
不
可
欠
な
作
物

で
す
。
北
海
道
の
持
続
可
能
な
農
業
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、

て
ん
菜
に
お
け
る
課
題
解
決
や
支
援
拡
充
な
ど
、
オ
ー
ル
北
海
道
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。（

Ｈ
．
Ｄ
）
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令
和
３
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。	

ま
た
、
皆
様
に
は
平
素
よ
り
、
当
協
会
の
運
営
に
特
段
の
ご
配
慮
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
本
道
は
、
天
候
不
順
に
見
舞
わ
れ
た
時
期
も
あ
り

ま
し
た
が
、
大
き
な
災
害
も
発
生
せ
ず
、
農
作
物
の
生
育
は
概
ね
順

調
に
推
移
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
令
和
２
年
産
の
て
ん
菜
に
つ
い
て
は
、
全
道
の

作
付
面
積
が
４
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
、
前
年
よ
り
４
０
０
ｈ
ａ
ほ

ど
増
え
、
約
５
６
，
７
５
０
ha
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
作
柄
に
つ
い
て
は
、
天
候
状
況
等
の
影
響
に
よ
る
地
域
差

が
あ
っ
た
も
の
の
、
全
道
的
な
収
量
に
つ
い
て
は
概
ね
平
年
並
み
の

ｈ
ａ
あ
た
り
68
．
９
ト
ン
と
な
り
ま
し
た
が
、
根
中
糖
分
に
つ
い
て

は
16
．
４
％
と
平
年
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
生
産
現
場
の
ご
尽
力
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
輪
作
上
、
必
要
不
可
欠
な
基
幹
作
物
で
あ
り
、
か
つ
、

地
域
農
業
・
地
域
経
済
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
、
て
ん
菜

の
作
付
確
保
に
向
け
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
を
と
り
ま
く
情
勢
は
、昨
年
１
月
の
日
米
貿
易
協
定
の
発
効
、

同
年
11
月
の
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
の
合
意
・
署
名
、
本
年
１
月
の
日
英
貿
易
協

定
の
発
効
な
ど
、
貿
易
協
定
に
係
わ
る
動
き
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

農
業
の
国
際
化
が
進
展
し
て
い
る
中
、
持
続
可
能
な
本
道
農
業
を

い
か
に
確
立
し
て
い
く
か
が
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
関
係
者
の
英
知

を
結
集
し
生
産
現
場
に
お
け
る
各
種
取
り
組
み
を
充
実
強
化
し
て
い

く
と
と
も
に
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
有
効
な
政
策
展
開
が
重
要
で

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
り
世
界
の
経
済
・
社
会
は
混
迷
の
度

を
深
め
て
お
り
ま
す
が
、
我
が
国
の
農
畜
産
物
の
生
産
・
販
売
に
も

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
業
務
用
需
要
が
多
い
砂
糖
に
つ
い

て
は
経
済
活
動
の
低
迷
に
伴
い
消
費
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

農
畜
産
物
を
と
り
ま
く
状
況
の
改
善
を
目
指
し
、
各
方
面
に
お
い

て
懸
命
な
努
力
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
砂
糖
の
消
費
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
一
昨
年
よ
り
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が

主
体
と
な
り
「
天
下
糖
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
協
会
と
し
て
も
そ
の
一
端
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
が
、

本
取
り
組
み
を
含
め
、
て
ん
菜
を
は
じ
め
と
し
た
農
畜
産
物
の
安
定

的
な
生
産
販
売
に
資
す
る
た
め
、
今
後
と
も
関
係
者
一
体
と
な
っ
た

中
で
可
能
な
限
り
の
対
応
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

当
協
会
は
昨
年
４
月
１
日
よ
り
、
前
身
の
（
一
社
）
北
海
道
て
ん

菜
協
会
及
び
（
一
社
）
北
海
道
米
麦
改
良
協
会
が
組
織
統
合
し
、「（
一

社
）
北
海
道
農
産
協
会
」
と
し
て
新
た
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
組
織
に
お
い
て
も
、
て
ん
菜
を
と
り
ま
く
諸
情
勢
を
踏
ま

え
つ
つ
、
立
会
対
応
な
ど
を
通
じ
た
公
正
・
円
滑
な
原
料
取
引
、
品

種
・
病
害
・
栽
培
技
術
な
ど
に
関
す
る
試
験
研
究
、
原
料
受
入
・
糖

分
測
定
の
効
率
化
・
合
理
化
の
調
査
検
討
、
て
ん
菜
・
砂
糖
の
需
要

拡
大
・
普
及
啓
発
対
策
な
ど
、
関
連
す
る
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
、

て
ん
菜
産
業
の
健
全
な
発
展
に
向
け
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

む
所
存
で
す
。

　

関
係
各
位
の
特
段
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、
今
年
の
干
支
は
「
丑
年
」
で
す
が
、
丑
年
は

「
植
物
に
例
え
る
と
種
か
ら
芽
が
出
て
成
長
す
る
時
期
」で
あ
り
、「
先

を
急
が
ず
一
歩
一
歩
着
実
に
物
事
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
」
と
の
こ

と
で
す
。

　

昨
年
は
激
動
の
一
年
で
し
た
が
、
今
年
は
丑
年
に
あ
や
か
り
、
情

勢
が
好
転
し
物
事
が
着
実
に
進
展
す
る
よ
う
、
併
せ
て
、
皆
様
の
ご

健
勝
・
ご
多
幸
及
び
豊
穣
の
秋
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶
一
般
社
団
法
人
　
北
海
道
農
産
協
会

会
長
理
事　

小
野
寺
　
俊
　
幸

北糖道南製糖所 日甜士別製糖所
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特
に
干
ば
つ
の
影
響
が
残
っ
て
い
た
十
勝

地
域
で
は
、
平
年
よ
り
若
干
生
育
が
遅
れ

ま
し
た
。
８
月
下
旬
頃
か
ら
は
、
平
年
並

み
の
降
雨
が
あ
り
、
９
月
上
旬
ま
で
の
高

温
傾
向
も
あ
い
ま
っ
て
、
順
調
に
根
部
の

　

一
方
、
根
中
糖
分
は
16
．
４
％
と
（
図

１
）
平
年
よ
り
低
く
、
基
準
糖
度
の
16
．

６
％
を
や
や
下
回
る
値
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
本
年
は
、
や
や
低
糖
分
と
な

り
ま
し
た
が
、
根
重
が
多
か
っ
た
た
め
、

糖
量
で
は
平
年
を
上
回
る
豊
作
と
な
り
ま

し
た
。

　

本
年
の
気
象
（
図
２
）
な
ら
び
に
生
育

経
過
（
表
１
）
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

移
植
時
期
は
、
全
道
的
に
は
平
年
並
で
し

た
が
、
降
雨
等
の
天
候
不
良
で
、
や
や
遅

く
な
っ
た
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後

は
７
月
上
旬
ま
で
、
全
道
的
に
は
、
お
お

む
ね
高
温
傾
向
で
、
断
続
的
に
降
雨
が

あ
っ
た
た
め
、
順
調
に
生
育
し
ま
し
た
。

一
方
、
十
勝
地
域
な
ど
で
は
、
５
月
中
旬

か
ら
６
月
上
旬
ま
で
干
ば
つ
と
な
り
、
生

育
が
一
時
遅
れ
ま
し
た
。
７
月
中
旬
以
降

は
、
全
道
的
に
少
雨
傾
向
と
な
り
、
生
育

が
緩
慢
と
な
る
地
域
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
産
の
て
ん
菜
の
受
け
入
れ
は

12
月
26
日
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
し

た
。
全
道
平
均
の
根
重
は
68
．
94
ｔ
／

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
（
図
１
）、
平
年
値
対
比

１
１
８
％
と
非
常
に
多
く
、
糖
分
取
引
が

始
ま
っ
た
昭
和
61
年
以
降
、
２
番
目
に
多

い
値
と
な
り
ま
し
た
。

図１．根重および根中糖分の推移（全道平均）
注）平年値は昭和 61 年〜令和２年の平均

注 1）北海道農政部発表の「農作物の生育状況」より作成。

注 2）遅／早・数字は移植作業および生育の平年値からの遅早日数を示す。

注 3）「移植」、「生育」欄の赤字は平年値より早いことを青字は平年値より遅いことを示す。

表１．てん菜の生育経過

 
令
和
二
年
産

て
ん
菜
の
生
産
実
績
と
そ
の
要
因
に
つ
い
て

令
和
二
年
産

て
ん
菜
の
生
産
実
績
と
そ
の
要
因
に
つ
い
て

道
総
研
北
見
農
業
試
験
場

　研
究
部
麦
類
畑
作
グ
ル
ー
プ

　主
査

　
　池

　谷

　
　
　聡

道
総
研
北
見
農
業
試
験
場

　研
究
部
麦
類
畑
作
グ
ル
ー
プ

　主
査

　
　池

　谷

　
　
　聡

肥
大
が
進
み
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
、
収
穫
期
直
前
の
10
月
15
日

の
生
育
早
遅
は
、全
道
平
均
で
３
日
早
く
、

地
域
別
で
も
平
年
よ
り
遅
く
な
っ
た
地
域

は
な
く
、
１
日
か
ら
９
日
早
く
な
り
ま
し

た
（
表
１
）。
ま
た
、
根
周
平
年
比
は
全

道
平
均
で
１
０
４
％
と
多
収
傾
向
で
し
た

（
表
１
）。

　

病
害
虫
の
発
生
に
つ
い
て
、
ヨ
ト
ウ
ガ

は
、
６
月
中
旬
ま
で
の
高
温
傾
向
の
た

め
、
発
生
が
平
年
よ
り
早
く
、
や
や
多
発

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
被
害
が
出
た
圃

場
も
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
２
回
目
の
８

月
の
発
生
は
平
年
並
で
し
た
。
ま
た
、
褐

斑
病
お
よ
び
黒
根
病
等
に
よ
る
根
腐
れ
症

状
は
、夏
季
が
少
雨
傾
向
で
あ
っ
た
た
め
、

少
発
生
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
黄
化
病
も

少
発
生
で
し
た
。

　

気
象
と
全
道
平
均
の
収
量
の
関
係
に
つ

い
て
、
図
３
に
、
春
か
ら
初
夏
の
積
算
最

高
気
温
と
根
重
と
の
関
係
を
示
し
ま
し

た
。
根
重
は
、
こ
の
間
の
積
算
最
高
気
温

が
高
い
ほ
ど
多
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
初
夏
ま
で
の
高

温
が
初
期
生
育
を
促
進
さ
せ
、
そ
の
後
の

根
部
肥
大
に
つ
な
が
る
た
め
と
考
え
ら
れ
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根
中

糖
分

(%
)

根
重

(t
/
h
a)

根重

根中糖分 根中糖分平年値（16.9％）

根重平年値（58.3t/ha）

 振興局 5 月 15 日 6 月 1 日 7 月 1 日 8 月 1 日 9 月 1 日 10 月 1 日 10 月 15 日 

 名 移植 生育 生育 生育 生育 生育 生育 根周平年比 

道央・ 

道南地域 

石狩 早４ 早４ 早 6 早 6 早 8 早 8 早 9 105% 

後志 ±0 遅 2 ±0 早 2 早 2 早 2 早 2 104% 

胆振 遅１ ±0 早３ 早３ 早１ 早１ 早１ 98% 

道北地域 上川 遅 2 ±0 早１ 早１ 早２ 早３ 早３ 102% 

道東地域 
オホーツク 早３ 早１ 早４ 早４ 早２ 早２ 早３ 103% 

十勝 遅 2 遅 2 早 2 遅１ ±0 早３ 早３ 104% 

 全道 ±0 ±0 早 3 早１ 早１ 早 2 早３ 104% 
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や
高
か
っ
た
た
め
、
全
道
平
均
の
根
中
糖

分
が
や
や
平
年
よ
り
低
い
値
に
な
っ
た
と

推
測
さ
れ
ま
す
。

　

以
上
を
整
理
し
ま
す
と
、
令
和
２
年
産

て
ん
菜
が
豊
作
と
な
っ
た
要
因
は
、
①
６

月
上
旬
ま
で
の
高
温
に
よ
る
良
好
な
初
期

生
育
、
②
夏
季
の
少
雨
に
よ
る
病
害
の
少

低
気
温
と
根
中
糖
分
と
の
関
係
を
示
し
ま

し
た
。
て
ん
菜
は
、
こ
の
間
の
積
算
最
低

気
温
が
高
い
ほ
ど
、
根
中
糖
分
が
低
く
な

り
ま
す
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
夜
温
が
高

い
と
呼
吸
に
よ
る
糖
分
の
消
耗
が
大
き
く

な
る
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和

２
年
は
、
こ
の
間
の
積
算
最
低
気
温
が
や

て
い
ま
す
。
令
和
２
年
は
、
６
月
上
旬
ま

で
の
気
温
が
高
く
推
移
し
、
積
算
最
高
気

温
が
高
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
根
重
に

影
響
を
及
す
褐
斑
病
や
黒
根
病
の
発
生
も

少
な
か
っ
た
た
め
、
本
年
の
根
重
は
、
多

い
値
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
図
４
に
、
夏
か
ら
秋
の
積
算
最

発
生
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
根
中
糖

分
が
や
や
低
く
な
っ
た
原
因
は
、
③
夏
か

ら
秋
の
最
低
気
温
が
高
め
で
あ
っ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
令
和
２
年
度
は
、
根
重

の
確
保
お
よ
び
病
気
に
よ
る
被
害
の
回
避

の
面
か
ら
は
、
か
な
り
気
象
条
件
に
恵
ま

れ
た
年
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一

方
で
、
高
温
に
よ
る
根
中
糖
分
の
低
下
も

み
ら
れ
ま
し
た
。
近
年
の
地
球
温
暖
化
に

よ
る
影
響
予
測
に
よ
る
と
、
今
後
は
高
温

傾
向
と
と
も
に
、
夏
場
の
降
水
量
も
増
加

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

根
部
の
肥
大
は
良
い
も
の
の
、
病
害
の
多

発
よ
っ
て
減
収
が
発
生
し
、
さ
ら
に
根
中

糖
分
が
低
下
す
る
よ
う
な
年
が
多
く
な
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
後
に
備

え
て
注
意
が
必
要
な
点
を
い
く
つ
か
挙
げ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
病
害
に
つ
い
て
は
、
夏
季
に
高

温
と
多
雨
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
な
る
と
、

褐
斑
病
や
黒
根
病
等
が
多
発
す
る
リ
ス
ク

が
高
ま
り
ま
す
。褐
斑
病
対
策
と
し
て
は
、

抵
抗
性
品
種
の
活
用
を
基
本
と
し
て
、
褐

斑
病
発
生
直
後
ま
で
に
防
除
を
開
始
し
、

以
降
９
月
上
旬
頃
ま
で
、
14
日
間
隔
を
基

図２．令和２年の気象経過（全道平均）
注１）気象値は、オホーツク、十勝、上川、空知、石狩、後志、胆振地域のアメダスデータを、作付面積に基づき加重平均して算出。

注２）平年値は平成 22 〜令和元年の 10 か年平均。
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てん菜だより 令和３年１月３号（5）

な
施
肥
管
理
を
行
い
、
必
要
以
上
の
窒
素

分
を
施
肥
し
な
い
こ
と
や
、
湿
害
に
備
え

て
十
分
な
透
排
水
対
策
を
行
う
こ
と
、
さ

ら
に
低
糖
分
に
な
り
や
す
い
圃
場
で
は
、

高
糖
分
型
品
種
を
作
付
け
す
る
こ
と
な
ど

の
対
策
が
重
要
で
す
。

　

近
年
、
て
ん
菜
品
種
で
は
、
根
重
が
多

い
だ
け
で
な
く
、
種
々
の
病
害
抵
抗
性
や

高
糖
分
を
併
せ
持
つ
品
種
が
多
く
を
占
め

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

や
や
多
く
発
生
し
ま
し
た
が
、
年
２
回
の

発
生
期
の
う
ち
１
回
目
は
、
被
害
株
率

50
％
を
目
安
に
殺
虫
剤
散
布
す
る
こ
と

で
、
１
回
の
み
の
散
布
で
防
除
可
能
と
な

り
ま
す
。
２
回
目
も
ほ
ぼ
同
様
で
す
が
、

被
害
が
進
む
場
合
は
追
加
防
除
を
行
い
ま

す
。
ま
たIG

R

剤
の
う
ち
残
効
の
長
い

剤
を
予
防
的
に
散
布
す
る
こ
と
も
有
効
で

す
。

　

根
中
糖
分
の
低
下
に
つ
い
て
は
、
適
正

本
と
し
て
定
期
的
な
薬
剤
散
布
を
行
う
こ

と
が
効
果
的
で
す
。
黒
根
病
対
策
と
し
て

は
、
透
排
水
対
策
を
基
本
と
し
て
、
抵
抗

性
品
種
の
作
付
け
が
効
果
的
で
す
。
特
に

病
気
が
発
生
し
や
す
い
圃
場
で
は
、
抵
抗

性
が
強
レ
ベ
ル
の
品
種
を
作
付
け
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
移
植
栽
培
で
は
殺
菌
剤
の

育
苗
ポ
ッ
ト
灌
注
処
理
、
直
播
栽
培
で
は

７
月
上
旬
の
殺
菌
剤
株
元
散
布
も
効
果
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
今
年
度
は
ヨ
ト
ウ
ガ
が

今
ま
で
以
上
に
病
害
抵
抗
性
が
強
化
さ
れ

た
品
種
も
育
成
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
今

後
、
て
ん
菜
を
安
定
し
て
生
産
し
て
ゆ
く

た
め
に
、
圃
場
の
透
排
水
性
や
気
象
等
の

栽
培
条
件
に
応
じ
て
こ
の
よ
う
な
品
種
を

活
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
今
後

と
も
農
業
試
験
場
を
始
め
、
関
係
機
関
は

有
益
な
情
報
の
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
積
極
的
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

図 4　夏から秋の積算最低気温と根中糖分の関係 ( 全道平均 )
注）7 月上旬から 10 月上旬までの最低気温の積算値と根中糖分の全道平均値を、昭和 61 年から令和２年までプロッ

トした。

図 3　春から初夏の積算最高気温と根重の関係（全道平均）
注）４月中旬から 6 月下旬までの最高気温の積算値と根重の全道平均値を、昭和 61 年から令和２年までプロット

した。
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てん菜だより令和３年１月 ３号 （6）

令和２年産　てん菜生産実績（総合振興局・振興局別）

総合振興局
・振興局名

作付面積
(ha)

収量
(t/ha)

生産量
(t)

平均糖分
(%)

栽培農家戸数
( 戸 )

戸当たり面積
(ha/ 戸 )内直播 直播率

空 知 646.26 514.32 79.6% 74.72 48,291.46 15.5 162 3.99 
石 狩 1,223.11 737.35 60.3% 70.40 86,109.79 15.8 161 7.60 
後 志 1,197.88 447.15 37.3% 63.20 75,706.50 15.9 241 4.97 
胆 振 1,434.03 884.02 61.6% 58.97 84,563.66 16.0 261 5.49 
日 高 44.96 14.29 31.8% 57.33 2,577.62 16.7 6 7.49 
渡 島 154.06 87.73 56.9% 53.90 8,303.46 15.7 32 4.81 
檜 山 332.28 123.34 37.1% 57.15 18,990.62 16.1 45 7.38 
上 川 3,574.37 1,933.86 54.1% 66.80 238,757.70 15.8 633 5.65 
留 萌 218.07 78.75 36.1% 64.11 13,979.81 15.5 24 9.09 
宗 谷 － － - - - - － -
オホーツク 22,745.51 4,056.15 17.8% 70.00 1,592,109.73 16.7 2,349 9.68 
十 勝 24,773.42 8,828.41 35.6% 69.31 1,717,043.90 16.3 2,854 8.68 
釧 路 287.50 3.20 1.1% 65.53 18,839.36 16.7 14 20.54 
根 室 117.64 16.90 14.4% 60.59 7,127.87 16.9 11 10.69 
合 計 56,749.09 17,725.47 31.2% 68.94 3,912,401.48 16.4 6,793 8.35 

令和２年度　てん菜糖分帯別生産量

総合振興局
振興局名

生産量
(t)

平均
糖分
(%)

糖 分 帯 別 生 産 量
15.9% 以下 16.0 ～ 16.4% 16.5 ～ 16.9% 17.0 ～ 17.4% 17.5 ～ 17.9% 18.0% ～

(t) 割合(%) (t) 割合(%) (t) 割合(%) (t) 割合(%) (t) 割合(%) (t) 割合(%)
空 知 48,291.46 15.5 34,603.76 71.7 8,036.08 16.6 4,602.11 9.5 850.37 1.8 199.14 0.4 0.00 0.0 
石 狩 86,109.79 15.8 44,319.56 51.5 18,804.49 21.8 15,945.30 18.5 6,298.87 7.3 741.57 0.9 0.00 0.0 
後 志 75,706.50 15.9 42,574.13 56.2 17,632.55 23.3 10,574.09 14.0 4,338.84 5.7 586.89 0.8 0.00 0.0 
胆 振 84,563.66 16.0 39,994.36 47.3 18,829.57 22.3 13,519.92 16.0 7,053.70 8.3 4,186.84 5.0 979.27 1.2 
日 高 2,577.62 16.7 362.81 14.1 166.54 6.5 1,115.84 43.3 689.12 26.7 243.31 9.4 0.00 0.0 
渡 島 8,303.46 15.7 4,586.52 55.2 889.73 10.7 1,144.15 13.8 459.60 5.5 1,223.46 14.7 0.00 0.0 
檜 山 18,990.62 16.1 7,108.39 37.4 2,931.56 15.4 3,918.54 20.6 3,290.98 17.3 946.26 5.0 794.89 4.2 
上 川 238,757.70 15.8 128,854.95 54.0 48,777.96 20.4 38,965.85 16.3 15,014.37 6.3 5,633.23 2.4 1,511.34 0.6 
留 萌 13,979.81 15.5 8,606.87 61.6 4,129.48 29.5 838.90 6.0 396.35 2.8 8.21 0.1 0.00 0.0 
ｵ ﾎ ｰ ﾂ ｸ 1,592,109.73 16.7 214,321.42 13.5 287,956.82 18.1 485,450.44 30.5 446,063.06 28.0 139,181.79 8.7 19,136.20 1.2 
十 勝 1,717,043.90 16.3 496,442.12 28.9 511,572.05 29.8 467,399.34 27.2 197,659.76 11.5 38,182.59 2.2 5,788.04 0.3 
釧 路 18,839.36 16.7 2,181.23 11.6 3,394.56 18.0 2,829.69 15.0 10,433.88 55.4 0.00 0.0 0.00 0.0 
根 室 7,127.87 16.9 0.00 0.0 0.00 0.0 3,720.64 52.2 3,407.23 47.8 0.00 0.0 0.00 0.0 
合 計 3,912,401.48 16.4 1,023,956.12 26.2 923,121.39 23.6 1,050,024.81 26.8 695,956.13 17.8 191,133.29 4.9 28,209.74 0.7 

参考	
元年産合計 3,985,589.66 16.8 460,094.43 11.5 637,928.01 16.0 1,088,707.89 27.3 1,102,510.43 27.7 533,196.61 13.4 163,152.29 4.1 

北海道農産協会まとめ（割合の合計は四捨五入により 100%とならない場合がある）



てん菜だより 令和３年１月３号（7）

令和２年度てん菜の主要病害虫発生状況

病 害 虫 年次
発生面積 被害面積 発生程度別面積（ha） 防除面積（ha） 概　評
（ha） 率 (%) （ha） 率 (%) 無 少 中 多 甚 実面積 延面積 初発期 発生量

褐 斑 病
R2 年 6,788 12.0 499 0.9 49,962 6,288 404 95 0 56,749 305,151 並 少
R1 年 5,664 10.1 78 0.1 50,680 5,586 78 0 0 56,344 307,974 並 少
平年 26,738 45.5 6,203 10.6 32,002 20,535 4,845 1,225 133 

根 腐 病

( 黒根病含む )

R2 年 2,146 3.8 3 0.0 54,602 2,144 3 0 0 56,749 111,535 － 少
R1 年 2,958 5.2 126 0.2 53,386 2,832 126 0 0 56,344 110,766 － 少
平年 10,010 17.0 1,770 3.0 48,730 8,240 1,463 278 30 

そ う 根 病
R2 年 55 0.1 0 0.0 56,694 55 0 0 0 0 0 － 並
R1 年 116 0.2 0 0.0 56,228 116 0 0 0 705 705 － 並
平年 563 1.0 0.1 0.0 58,177 563 0 0 0 

黄 化 病

（西部萎黄病）

R2 年 769 1.4 0 0.0 55,980 769 0 0 0 56,002 188,249 － 少
R1 年 617 1.1 0 0.0 55,727 617 0 0 0 55,553 216,019 － 少
平年 - - - - - - - - - - -

ヨ ト ウ ガ

( 第 １ 回 )

R2 年 11,193 19.7 1,436 2.5 45,557 9,756 1,436 0 0 56,749 87,338 やや早 やや多
R1 年 6,259 11.1 88 0.2 50,085 6,171 88 0 0 56,344 88,235 早 やや少
平年 8,794 15.0 393 0.7 49,946 8,402 376 17 0 

ヨ ト ウ ガ

( 第 ２ 回 )

R2 年 6,658 11.7 291 0.5 50,092 6,366 291 0 0 56,749 79,596 やや早 並
R1 年 6,368 11.3 69 0.1 49,976 6,299 69 0 0 56,344 81,300 早 少
平年 9,293 15.8 593 1.0 49,447 8,700 561 31 0 

テ ン サ イ

モグリハナバエ

R2 年 70 0.1 0 0.0 56,679 70 0 0 0 37,508 45,634 － 少
R1 年 99 0.2 0 0.0 56,245 99 0 0 0 36,739 44,483 並 少
平年 1,418 2.4 15 0.0 57,322 1,403 15 0 0 

北海道病害虫防除所のまとめによる。
令和元・２年とも北海道病害虫防除所のまとめに基づき、北海道農産協会が各面積を調整し、作成。
　　( てん菜実測面積 　令和元年 56,344ha、令和２年 56,749ha にて算出 )
平年：平成 22 年～令和元年の 10 年平均

　
「
原
料
て
ん
菜
測
定
要
領
」
に
基
づ
く
、

令
和
２
年
度
の
北
海
道
農
産
協
会
に
よ
る

「
立
入
点
検
」
は
、
第
１
回
目
を
10
月
22

日
～
30
日
、
第
２
回
目
を
11
月
13
日
～
17

日
に
、
各
測
定
セ
ン
タ
ー
測
定
装
置
に
対

し
て
実
施
致
し
ま
し
た
。

［
点
検
内
容
］

（
９
月
実
施
の
操
業
前
点
検
と
同
一
項
目
）

・
ソ
ウ
マ
シ
ン

・
薬
液
循
環
装
置

・
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー

・
撹
拌
装
置

・
ろ
過
装
置

・
糖
分
測
定
機

［
点
検
結
果
］

　

全
道
６
製
糖
所
・
工
場
の
糖
分
測
定
装

置
を
点
検
し
た
結
果
、
全
て
の
測
定
系
列

が
良
好
で
し
た
。

令
和
２
年
度

原
料
て
ん
菜
測
定
セ
ン
タ
ー

　
「
立
入
点
検
結
果
」

・
高
品
質
て
ん
菜
づ
く
り
講
習
会

　

農
産
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
講
演

動
画
を
公
開

公
開
期
間

　

２
月
15
日
～
３
月
15
日
（
予
定
）

・
第
３
回
審
議
委
員
会

　

３
月
25
日

協
会
の
動
き

　
　
　（
今
後
の
予
定
）

ホクレン女満別受入場



てん菜だより令和３年１月 ３号 （8）

講演動画公開期間 

令和３年２月１５日～３月１５日（予定） 

農産協会ホームページにて公開します。 

https://hokkaido-nosan.or.jp/ 

今年は WEB で開催します。 

是非御視聴下さい。 

講演１ てん菜をめぐる事情      農林水産省 

講演２ てん菜・てん菜糖をめぐる情勢 JA 北海道中央会

講演３ 2021 年に向けてのてん菜病害防除 

                  道総研農業試験場 


